
 

 

 

 

 

  アルミニウム連続方位に関して 

 

 

 

 

 

 

 結果 

   

  O 材の主方位は Cube、H 材の主方位はＳ方位に落ち着くが、 

  O 材は断然 Cube に見えるが、Φ軸方向に引っ張られているので、 

  VolumeFraction では、{01k}<100>も存在するため、低く見積もられてしまう。 

  Ｏ材もＨ材も方位が連続的に回転している。知られている方位の他に、中間的な 

  方位を取り込む事で、説明が出来るが、結果として周辺の方位に影響を及ぼしている。 

   

  本来なら、連続的に変化する方位の Fitting 行えれば良いが未だ現存しない。 

  FCC ではα-Fiber やβ-Fiver での評価法もあるが、今回のような cube-copper や 

  β-skeleton の体積分率計算が出来れば正確な方位計算が可能と思われた。 
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概要 

 近年ＯＤＦ解析で体積分率(VolumeFrtaction)法による定量が行えるようなソフトウエアが 

   販売されていてるが、さほど利用されていない。 

   しかしながら「極点図、逆極点図の極密度や、ODF 図の結晶方位密度の最大値が主方位とは限らない」 

   事は知られている。 

   今回、１０５０の O 材や H 材を測定する機会があったので、方位解析に VolumeFraction 法による 

   解析を行ってみた。 

   VolumeFractiomn 法では、{114}<-1-72>方位を用いると説明しやすい現象があるので 

   報告します。 

 

ODF 図の方位密度に関しては、 

  

   

   

 

 ODF 図の周辺の方位密度は内側の方位より強調されて表示される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



前処理 

  

 前処理として平滑化を行って解析を行った。 

 試料名 AL-S の S は平滑化を表す。 

Ｏ材 

 

 

Ｈ材 

 

 

 

 Ｈ材は対称性が悪いが１／４対称で解析を行う。 



Ｏ材ＯＤＦ解析結果 

 

  

  

 ＯＤＦ結果の評価 

 

 入力極点図と再計算極点図の Error をあらわすＲｐ％も低く、測定、解析は正常 

 

 

 



Ｈ材ＯＤＦ解析結果 

  

 

  

  入力極点図と再計算極点図の Error をあらわすＲｐ％も低く、測定、解析は正常 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘの結晶方位密度によるＯＤＦ図密度の計算 

 ＬａｂｏＴｅｘでは、結晶方位の含有率からＯＤＦ図が作製出来る。 

 この機能を用いて、Cube 方位、S 方位、{114}<-1-72>方位を２０％含む ODF 図の計算を行った。 

 作成画面 

   

 作成された ODF 図 

   

 

 

  Cube 方位は S 方位、{114}<-172>より強調される事が分かります。 

  この現象は極点図でも同じ 

(141)[1-27] 

(141)[7-21]] 

S2(231)[3-46] 

(114)[-1-72]] 

S3(213)[3-64] S1(132)[6-41] 



｛１１４｝＜－１－７２＞を持ち出した理由 

 Ｏ材やＨ材の VolumeFraction 計算を行い、ODF 図から計算した ODF 図と 

 VolumeFraction 結果から作成した ODF 図に異なる部分が見られる。 

  

 左側は入力極点図から計算した ODF 図  右側は VolumeFraction から計算した ODF 図 

O 材 

 

 

H 材 

 

 

 



｛１１４｝＜－１－７２＞方位も含めてＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ解析 

 

左側は入力極点図から計算した ODF 図  右側は VolumeFraction から計算した ODF 図 

O 材 

 

 

Ｈ材 

 

Ｏ材もＨ材のほぼ一致する。 

 

 

 



Ｏ材結果 

 ｛１１４｝＜－１－７２＞なし 

 

 ｛１１４｝＜－１－７２＞あり 

 

{114}<-1-72>がないと、{013}<100>,{013}<0-31>,R 方位などの Euler 幅を広げて Fitting が行われる 

 

 



Ｈ材計算結果 

｛１１４｝＜－１－７２＞なし 

 

｛１１４｝＜－１－７２＞あり 

 

{114}<-1-72>がないと、全体的に密度が上がる。 

 

 



グラフ表示 

 {114}<-1-72>なし     {114}<-1-72>あり 

O 材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



{114}<-1-72>なし     {114}<-1-72>あり 

H 材 

 

 

 

 

 


